
■人口と世帯（4月1日現在） 
　人口 211,578人（男105,769人・女105,809人） 
　世帯数 79,321戸 

5月1日号 2009

主な内容 
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区長・環境指導員・防犯委員を紹介します ･･･････p.2～3 
地域医療の充実を目指して ･･････････････････p.4～5 
市税は納期限までに納めましょう ････････････p.6～7

振り込め詐欺にご注意 ･･････････････････････p.8～9 
いせさき商品券を発行します ･･････････････････p.10 
市民レクリエーションスポーツ祭 ･･･････････････p.11 
 

３月に誕生したペヤング女子ソフトボール部が、本格的に
始動しました。入団テストで選ばれた15人は、元日本代表
の田上美和監督の下、境保泉のグラウンドで練習や試合を
重ね、日本女子ソフトボールリーグ入りを目指しています。 

たのたの    うえうえ 

３月に誕生したペヤング女子ソフトボール部が、本格的に
始動しました。入団テストで選ばれた15人は、元日本代表
の田上美和監督の下、境保泉のグラウンドで練習や試合を
重ね、日本女子ソフトボールリーグ入りを目指しています。 

たの  うえ 
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◆【場外発売】GⅠ第32回黒潮杯争奪戦（船橋：県）  

◆【場外発売】飯塚市営第3回1節（飯塚） 

◆第33回スポーツニッポン杯争奪戦 

◆【場外発売】川口市営第3回1節（川口） 

ナイター 
レース 

発行■伊勢崎市  蕁24－5111  〒372－8501  群馬県伊勢崎市今泉町二丁目410　　23－9800　　http://www.city.isesaki.lg.jp 
編集■広報課　印刷■川島美術印刷株式会社　毎月1日・16日発行　全戸無料配布 

「磯町から見た富士山」

撮影者 小茂田英彦さん（長沼町）

「巣立ち前」

撮影者 角田悦子さん（市場町）

「両毛線春景色」

撮影者 秋山曄
あきら

さん（山王町）

現在、写真の募集は行っておりません
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行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員

曲 輪 町 一 区

曲 輪 町 二 区

曲 輪 町 三 区

大 手 町 一 区

大 手 町 二 区

大 手 町 三 区

大 手 町 四 区

平 和 町 一 区

平 和 町 二 区

平 和 町 三 区

本 町 一 区

本 町 二 区

中 央 町 一 区

中 央 町 二 区

中 央 町 三 区

緑 町 区

三 光 町 区

若 葉 町 一 区

若 葉 町 二 区

喜 多 町 区

宗 高 町 区

柳 原 町 区

寿 町 区

華 蔵 寺 町 区

末 広 町 区

上 泉 町 区

八 坂 町 区

今泉町二丁目区

三 和 町 曙 区

三 和 町 堤 区

三 和 町 書 上 区

本 関 町 区

鹿 島 町 植 木 区

鹿 島 町 中 下 区

上 植 木 本 町 区

豊 城 町 区

上 諏 訪 町 区

日乃出町下諏訪区

日乃出町神谷区

昭 和 町 区

宮 前 町 区

東 本 町 区

下 植 木 町 区

今泉町一丁目区

中沢　正美

中西　　保

芝崎　和子

小林　信吉

清水　孝一

黒埼　義正

栗原　章二

矢内　　正

小松原正義

松井　英雄

浅田　清介

楢原　定雄

後藤　　惇

高畑　　博

小堀　重明

田辺　信行

平尾　　宏

大平　智清

大嶋　祥司

小佐野秀司

山野井宏之

加藤　　正

定形　吉明

塩野　信敏

金谷　安敏

坂口　隆一

柴草　　稔

高橋　正彦

長谷川太一

木暮　泰三

板垣　森夫

飯島　明夫

川端　敏央

木暮　軍平

高橋　正一

大和　延次

高田　泰司

木村　広行

久保田　卯

石倉　辰雄

尾内　本典

須永　佳也

鹿沼　正夫

高木　　宏

中沢　正美

茂木　茂雄

堀沢　政美

中田　紀一

高橋　正春

桑原　角治

二ノ宮賢造

川端　　護

鎌田　　章

堀越　建二

小竹　　昇

小暮　高司

下田　勝理

清水　　汎

石森　文雄

川端　俊幸

高山　伊織

阿久津幸男

小山　龍太

鵜生川紀興

松本　　孝

鈴木　正雄

菊地　良一

三堀　福英

岡安　昭義

山口　　尭

内田　盛康

坂田　孝志

斎藤　公夫

吉沢　久治

森　　義雄

楳原　孝一

川端　文治

川端　雅二

大沢　恒久

後閑茂一郎

三五　浅雄

立川　　満

須賀　文男

中嶋　陸夫

尾内　健次

関　　　護

富岡　伝七

高岸　祥之

萩原　利夫

井草　　晧

星野　　昭

内山　和巳

永沢　　昇

和佐田憲央

高草木郁夫

田中進一郎

阿久津英一

後閑　祐二

竹下　孝一

楢原　定雄

内山　　浩

黒田　唯志

真下　金次

細井　　昇

須藤　文雄

本田　一男

藤田　周弘

下城　欣也

渋沢　　健

正田　二郎

村岡　由望

三宮　龍治

高柳　圭司

木村　幸雄

磯部　悦男

大橋　　進

鈴木　信夫

石井　和広

吉野　通尚

矢島　岳次

村岡　正弘

大賀　孝雄

新井　邦雄

栗原　喜一

川田　　正

金子　克次

古沢　　修

久保田哲也

石原　秀夫

手嶋　貞雄

松本　元良

山本　武良

樽見　　茂

小林　啓祐

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員

北 千 木 町 区

南 千 木 町 区

茂呂町一丁目区

茂呂町二丁目区

美 茂 呂 町 区

ひ ろ せ 町 区

茂 呂 南 町 区

新 栄 町 区

波志江町一丁目区

波志江町二丁目区

波志江町三丁目区

安 堀 町 区

太 田 町 区

稲 荷 町 区

宮 子 町 区

連 取 本 町 区

連 取 元 町 区

連 取 町 区

田 中 島 町 区

田 中 町 区

上 之 宮 町 区

宮 古 町 区

韮 塚 町 区

阿 弥 大 寺 町 区

今 井 町 区

山 王 町 区

堀 口 町 区

中 町 区

柴 町 区

戸 谷 塚 町 区

福 島 町 区

八 斗 島 町 区

除 ケ 町 区

大 正 寺 町 区

富 塚 町 区

下 道 寺 町 区

鈴木　忠雄

八田　昭一

岸　伝二郎

品川　　豊

新井　信雄

児島　　隆

島田　　栄

江原　貞一

内田喜代司

川村　保司

阿久津春男

鈴木　恭二

大和　重明

渡辺　　章

吉岡　克征

鈴木　米二

加藤　　進

森村　弘光

五十嵐　豊

武井　央夫

斎藤　久雄

古沢秀二郎

原　賢一郎

桑名　　昭

西村　恒和

村上　　勝

徳江　駿介

小此木福司

中島　良仁

五十嵐　武

本木　健一

境野　　明

金子　忠雄

有川　三男

都丸　貞夫

長沼　広由

八田　利明

菊池　敏定

田中清一郎

児島　　道

石原　正雄

児島　雅久

栗原　真一

金井　道雄

飯塚　芳三

深沢　和義

矢内　忠作

月岡　武久

女屋　政寿

村田　元雄

黛　　金幸

細野太一郎

天田　恒幸

北渡瀬　悟

金子　数雄

八木　伸之

斎藤　　毅

多賀谷秀男

加藤　和良

本多　武志

馬渕　盛男

北爪　　務

栗原　康行

横堀　二郎

境野　　恵

宇野　文保

小内　勝正

大島　利雄

大谷　　仁

坂田与四郎

星野　武司

野村　　昇

小此木　亘

松村　光雄

矢内　正勝

本木　真次

五十嵐計雄

小此木敏彦

竹沢　武士

熊谷　　清

関口　三男

金井　和喜

渋沢　嘉誉

菊池　元次

石原　菊雄

渋沢佐喜司

石原伊知男

飽戸　基司

福田　晴幸

野口　正男

矢内　要吉

荻原　　茂

岩崎　正紀

栗原　好夫

細野　一英

伊藤　省一

井田　国誉

牛尼　喜夫

木村　　勇

力丸　宇中

六本木宏司

武井　　弘

松田　　昇

宇野　賢治

茂木　克己

中沢　幸信

亀井　徹夫

中島　　勉

後閑　虎臣

高橋　宗雄

箱田　新二

飯島　一衛

徳島　邦彦

森田　岩市

久保田源蔵

清水　　郁

都丸　悦夫

橋本　誠意

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員

馬見塚天神町区

馬見塚三ツ橋町区

馬 見 塚 中 町 区

馬 見 塚 本 町 区

馬 見 塚 渕 町 区

馬見塚清水町区

リバータウン広瀬区

長 沼 本 郷 町 区

長 沼 町 区

上 蓮 町 区

下 蓮 町 区

国 領 町 区

飯 島 町 区

羽 黒 町 区

西久保町一丁目区

西久保町二丁目区

西久保町三丁目区

曲 沢 町 区

赤 堀 鹿 島 町 区

間 野 谷 町 区

香林町一丁目区

香林町二丁目区

野 町 区

磯 町 区

西 野 町 区

赤堀今井町一丁目区

赤堀今井町二丁目区

下 触 町 区

五 目 牛 町 区

市場町一丁目区

市場町二丁目区

堀 下 町 区

小 泉 町 区

下 代 区

平 井 町 区

下 谷 区

下 区

新 町 区

東 町 区

八 寸 町 区

三 室 町 区

田 部 井 上 区

田 部 井 下 区

向 原 区

東 国 定 上 区

渡辺　邦夫

板垣　嶽正

松波　　宏

剣持　利雄

久保田　尚

松村　　進

金子　　弘

安野　　寛

高橋　佑吉

五十嵐秀夫

吉田　信一

高柳　成市

井田　秀二

新田　　博

関根　年光

山田　昌吾

斎藤　　勲

吉田　宸一

岩井　清水

小林保太郎

荻原　勝夫

岡田喜久男

茂木　　克

北野　進二

金子　森之

大森　文夫

久保田好雄

大塚　公代

神沢　　喬

千本木　清

関口　　潔

石田　　茂

野口　邦明

松島　新六

増茂　真之

高橋　　勝

松島　正昭

小保方康行

小保方昌訓

新井　規泰

中沢　義勇

小島　康嘉

監物　　悟

田村　利生

松原　光雄

渡辺　美晴

松本　克彦

中尾敬太郎

松波　勝利

黒沢　角市

伊藤由貴夫

笠原　邦夫

安野　祥衛

芝崎　政次

大竹　武雄

佐藤　例一

富岡　正道

石井　正巳

手島　盛男

桐生　栄一

田沼　邦雄

鈴木　五助

鈴木　利通

斎藤　　豊

筑井　　茂

足尾　　旭

斎藤　晃正

高畑　雅雄

江原久仁男

阿佐見正良

橋場　曄満

茂木　隆夫

大沢　文男

神沢　　悟

成川　精司

清水　久江

新井　紀昭

須田　伸一

斎田善一郎

磯　　定雄

五十嵐幸三郎

関口　隆士

久保田正巳

小林　鉄哉

須永　克男

桜木　利夫

尾内　宗次

小川　宗一

阿久津高雄

津久井久嘉

小島　武庸

佐俣　　幸

松波　　元

関根　久男

沓沢　　純

小暮　和俊

山寺　勝雄

宮野茂東雄

小林　哲郎

斉藤　道彦

小林　泰人

高柳　寛司

井田　勝博

松村　　要

金井　作蔵

高草木　栄

小林　孝一

高山　好弘

川田　輝雄

高橋　良一

小林　佐好

中野　仁一

阿佐見耕一

松本　伸一

金子　光博

山口　則夫

小国　友之

千吉良　進

須藤　　繁

神沢　　寛

千本木孝一

大矢　光利

蜂須　英雄

出島　正人

荻原　幸雄

磯　　三好

伊藤　　徹

松嶋　　博

井上　和幸

松浪　　茂

井上　昌司

大和　　栄

薗田　敏治

阿久津龍雄

関口　恵一

松原　良和

行政区名 区　長 環境指導員 防犯委員

東 国 定 下 区

西 国 定 上 区

西 国 定 下 区

上 田 町 区

西 小 保 方 町 区

境 東 町 区

諏 訪 町 区

元 町 区

南 町 区

境 仲 町 区

上 町 区

萩 原 町 区

清 水 町 区

百 々 東 区

美 原 区

百 々 区

中 島 区

西 今 井 区

上 矢 島 区

伊 与 久 一 区

伊 与 久 二 区

伊 与 久 三 区

木 島 区

下 渕 名 六 区

下 渕 名 七 区

上 渕 名 区

東 新 井 区

保 泉 区

保 泉 一 丁 目 区

上 武 士 区

下 武 士 西 区

下 武 士 東 区

小 此 木 区

新 地 区

新 野 新 田 区

立 作 区

北 向 区

西 島 前 河 原 区

平 塚 区

境 新 栄 区

南 米 岡 区

北 米 岡 区

栄 町 区

女 塚 区

三 ツ 木 区

諏訪　　耀

松原　　敬

柴野　峰雄

大橋　正彦

糸井　憲一

福島　史良

江田　寿一

柴崎　一弘

本田　　稔

田村　　功

柿沼　陽夫

坂井　承一

波形　静夫

岡村　憲一

田島　一夫

長谷川弘二

本多　嘉実

茂木　益雄

藤村　利徳

神沢　　稔

塩谷　　薫

大谷　一之

高橋　貞和

吹上　親吏

光山　　功

長沼　章雄

高橋　　正

中山千寿雄

木村　正男

中島　博史

山本新四郎

小沢　益夫

大沢　紹徳

石井　正明

栗原　知彦

田島　文雄

荻野　　元

橋本　道年

中村　弥一

宮沢　　弘

金井　真一

金井　壮二

山田　　隆

奥積　精一

冨田三輝夫

根岸　成治

金子　善衛

渡辺　之男

松村　右也

竹沢　孝吉

栗原　　茂

田村　　稔

小川　　繁

梶山　　彰

鈴木　幸雄

毛塚　春夫

中島　好雄

萩原　　武

小林　国夫

大月　洋典

長谷川弘二

柿沼　成実

小林道太郎

島田　道昭

村岡　　守

真下　俊雄

宮崎　勝美

高橋　常昭

深町　勝之

光山　　明

長沼　規人

川島　　忍

藤生　照夫

辻　　　賢

仁科　和已

茂木　　順

長谷川直人

渋沢　栄一

松波　征夫

栗原　茂之

町田　八郎

田島　　正

藤井　初男

田部井規行

新井　史城

新井　哲郎

須藤　哲男

天田　幸三

福島　富雄

室田　勝治

海津　義雄

高橋　武行

松村　　健

大山止美三

小島　　悟

町田　三二

宮崎　輝三

細谷　六吉

脇坂　保男

丸山　隆士

福島　隆志

江田　光夫

小島　　年

市川　永作

本多　新治

大島万津夫

柿沼　徹美

平田　晋作

田代　貞一

小林　茂喜

小野里修史

伊羅子邦重

高木　市也

秋山　　勲

内村　栄吉

細谷　健一

大栗　利昭

松村　　光

主山　昌芳

池田　鋭一

関口　　馨

倉林　秀夫

関口　和彦

賀来　泰彦

関口　達也

橋本　祐一

横張　光雄

深町　忠文

渋沢　得治

高山　篤司

中里　一夫

金井　義雄

横田　進知

飯塚　治男

山洞　英男

（敬称略）
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市
民
病
院
は
、
地
域
に
お
け
る
基
幹
的

な
公
的
医
療
機
関
と
し
て
、
年
間
延
べ
30

万
人
を
超
え
る
外
来
患
者
、
15
万
人
を
超

え
る
入
院
患
者
を
受
け
入
れ
、
市
民
の
安

全
・
安
心
な
医
療
を
確
保
す
る
と
い
う
大

切
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一

方
で
、
新
病
棟
を
建
設
し
た
平
成
８
年
以

降
は
、
収
支
に
欠
損
が
発
生
し
て
お
り
、

経
営
上
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
15
年
以
降
の
欠
損
額
の
推
移
は
、
図

１
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
市

民
病
院
が
、
今
後
も
地
域
に
お
い
て
必
要

な
医
療
を
安
定
的
か
つ
継
続
的
に
提
供
し

て
い
く
た
め
に
は
、
改
革
の
実
施
が
避
け

て
通
れ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
に
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
、

市
民
の
健
康
を
支
え
る
中
核
病
院
と
し
て
、

①
市
内
の
民
間
医
療
機
関
で
は
対
応
が
難

し
い
急
性
期
医
療
を
担
う
こ
と
、
②
開
業

医
で
は
十
分
な
体
制
を
取
り
に
く
い
救
急

医
療
を
行
う
こ
と
、
③
が
ん
治
療
の
充
実

に
努
め
る
こ
と
の
３
点
で
す
。

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に
、
市

民
病
院
で
は
、
図
２
の
と
お
り
、
県
内
で

も
有
数
の
医
師
数
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
医
療
機
関
が
提
供
す

5

い
と
い
え
ま
す
。
市
民
病
院
で
は
現
在
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
営
改
善
を
進
め
て
い
ま
す
。

す
で
に
成
果
が
上
が
っ
て
い
る
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
さ
ら
な
る
改
善
努
力
が
必
要

で
す
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
今
後
２
年
間
は
、

現
行
の
運
営
形
態
を
維
持
し
、
経
営
改
革

に
集
中
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
２
年
が
経

過
し
た
時
点
で
、
経
営
を
評
価
し
、
経
営

の
抜
本
的
な
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合
は
、

経
営
母
体
の
変
更
を
視
野
に
入
れ
、
再
度

計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
提
言
さ
れ

て
い
ま
す
。

市
民
病
院
が
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に
は
、
独
自
の

努
力
だ
け
で
は
難
し
く
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
協
力
も
必
要
で
す
。

例
え
ば
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
ま

ず
は
か
か
り
つ
け
の
開
業
医
な
ど
を
受
診

し
、
必
要
に
応
じ
て
紹
介
を
受
け
、
そ
れ

か
ら
市
民
病
院
で
受
診
す
る
な
ど
、
市
民

と
と
も
に
進
め
る
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
市
民
へ
の
情
報
開
示
を
す
る
こ

と
と
、
対
話
を
進
め
な
が
ら
、
常
に
市
民

の
視
点
、
患
者
の
視
点
に
立
っ
た
改
善
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
て
い
ま
す
。

■

本
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
提
言
を
尊
重
し
、

経
営
の
健
全
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
地
域
に
お
い
て
持
続
あ
る
医
療

の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、
最
大
限
の
努
力

を
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

本
年
度
中
に
、
が
ん
診
療
総
合
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
の
充
実

を
図
り
、
が
ん
の
予
防
医
療
か
ら
治
療
計

画
、
そ
し
て
終
末
期
医
療
ま
で
を
完
結
で

き
る
医
療
環
境
・
体
制
を
整
え
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
さ
ら
に
安
心
で
安

全
な
、
質
の
高
い
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

べ
き
医
療
は
、
高
度
・
専
門
化
す
る
と
と

も
に
機
能
の
分
化
が
進
み
、
一
つ
の
病
院

で
は
、
す
べ
て
の
医
療
を
担
う
こ
と
が
不

可
能
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
、

伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院
や
開
業
医
と
の

地
域
医
療
連
携
を
強
化
し
、
役
割
分
担
や

機
能
分
担
を
早
急
に
図
る
こ
と
が
提
言
さ

れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
経
営
な
し
に
、
市
民
へ
良
質
な

医
療
を
継
続
し
て
提
供
す
る
こ
と
は
難
し

市民病院　持続ある医療の充実を目指して

伊
勢
崎
 

市
民
病
院
 
地
域
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て

地
域
医
療
の
充
実
を
目
指
し
て

図1　総収入額と欠損額の推移 
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※平成20年は見込み額です 
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図2　医師数の推移 
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近
年
、
全
国
の
公
立
病
院
の
7
割
以
上
が
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
、
総
務
省
は
平
成
19
年
に
、
平
成
21
年
度
か
ら
3
年
間
で
経
常
収
支
の
黒
字
を

達
成
し
経
営
改
善
を
図
る
た
め
の
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
学
識
経
験
者
ら
に
よ
る
「
伊
勢
崎
市
民
病
院
経
営
検
討
審
議
会
」
を
設
置

し
、
市
民
病
院
が
、
地
域
に
必
要
な
医
療
を
、
安
定
的
・
継
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た
め

に
、
果
た
す
べ
き
役
割
や
経
営
改
善
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、

経
営
検
討
審
議
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
提
言
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
提
言
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

市
民
病
院
経
営
企
画
部
企
画
財
政
課
（
蕁
（25）
5
0
2
2
）

安心のよりどころとなる市民病院をつくります
21万市民の健康を守るためには、身近な病院でしっかりし

た医療を受けられることが大切です。市民病院は、病床数
524床の、県下でも3番目に大きな病院
であり、地域の中核病院として、市民が
安心して暮らすために、なくてはならな
い存在だと考えています。
全国的にも公立病院を取り巻く環境

は、大変厳しい状況でありますが、さら
なる経営の健全化を図り、今後とも市民
にとっていざというときに、大いに頼り
になる安心のよりどころとなるよう努め
ていきます。

伊勢崎市長
五十嵐清隆

愛ある医療、誠実な医療
市民病院は、開設以来60年、安全な医療の提供と医療の質

の向上に努めてきました。
このたび、患者さんの体と心の苦痛を

和らげるために緩和ケア病棟を開設しま
した。また、外来化学療法センターと内
視鏡センターを現在建設中であり、地域
がん診療連携拠点病院として一層の機能
充実が図れるものと考えています。
厳しい環境下ではありますが、自治体

病院としての役割を再認識し、経営改善
に取り組み、「愛ある医療、誠実な医療」
の提供を目指していきます。

市民病院長
荒井泰道

市
民
に
愛
さ
れ
る
身
近
な
病
院

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
へ
の

取
り
組
み

市
民
病
院
の
機
能
を
充
実
さ
せ

安
心
・
安
全
な
医
療
を
提
供

提
　
言
　
１

市
民
病
院
の
役
割

提
　
言
　
２

経
営
の
健
全
化
と
形
態
の
見
直
し

提
　
言
　
３

市
民
と
と
も
に
進
め
る

改
善
と
情
報
開
示

が
ん
総
合
診
療
総
合
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
す

▲ マルチスライスCT
▲ 4月16日、伊勢崎市民病院経営検討審議会
から五十嵐市長に、答申書が提出されました。

高度な先進医療機器が配備されています

▲ 4月11日に内覧会が開催されました

緩和ケア病棟が完成しました



67

本
年
度
の
市
税
・
国
民
健
康
保

険
税
の
納
期
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。
納
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
る

よ
う
に
、
今
か
ら
資
金
計
画
を
立

て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

時
間
・
会
場

●
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
＝
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
・

納
税
課
（
北
館
３
階
）

※
祝
日
は
除
き
ま
す

●
土
・
日
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
・
休
日
納
付
窓
口
（
東
館

１
階
）

※
第
４
日
曜
日
は
、
ス
ペ
イ
ン
語

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
が
い
ま
す

●
時
間
外
は
、
当
直
室
（
東
館
１

階
）
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

納
税
推
進
室

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
き
ま
す

納
付
書
持
参
の
場
合
に
限
り
、

現
年
度
分
だ
け
納
付
で
き
ま
す
。

※
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日

ま
で
は
休
み
で
す

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

利
用
で
き
る
銀
行

群
馬
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
み

ず
ほ
銀
行
、
足
利
銀
行
、
東
和
銀

行
、
ア
イ
オ
ー
信
用
金
庫
、
し
の

の
め
信
用
金
庫
、
桐
生
信
用
金
庫
、

中
央
労
働
金
庫
、
あ
か
ぎ
信
用
組

合
、
東
群
馬
信
用
組
合
、
佐
波
伊

勢
崎
農
業
協
同
組
合
、
赤
堀
町
農

業
協
同
組
合

バ
ー
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い

る
納
付
書
で
あ
れ
ば
、
現
金
で
納

付
で
き
ま
す
。
必
ず
レ
シ
ー
ト
と

領
収
書
を
受
け
取
り
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、
納
付
で
き
る

期
限
が
あ
り
ま
す
。
期
限
は
納
付

書
・
納
税
通
知
書
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い

利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

エ
ー
エ
ム
・
ピ
ー
エ
ム
、
エ
ブ
リ

ワ
ン
、
く
ら
し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス

ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア
、

サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク
ス
、
ス
リ
ー

エ
イ
ト
、
ス
リ
ー
エ
フ
、
生
活
彩

家
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
、
セ
ー
ブ

オ
ン
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ポ
プ
ラ
、
ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー

ス
ト
ア
、
ロ
ー
ソ
ン
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設

置
店

対
象
税
目

市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

使
用
で
き
な
い
納
付
書

●
バ
ー
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い

な
い
も
の

●
金
額
が
訂
正
し
て
あ
る
も
の

●
納
付
書
１
枚
の
納
付
額
が
30
万

円
を
超
え
る
も
の

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
自

動
的
に
納
付
に
な
る
の
で
、
納
め

忘
れ
が
な
く
、
忙
し
い
と
き
で
も

安
心
で
す
。
ぜ
ひ
口
座
振
替
納
税

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
で
き
る
銀
行

群
馬
銀
行
、
三
井
住
友
銀
行
、
足

利
銀
行
、
東
和
銀
行
、
ア
イ
オ
ー

信
用
金
庫
、
し
の
の
め
信
用
金
庫
、

桐
生
信
用
金
庫
、
中
央
労
働
金
庫
、

あ
か
ぎ
信
用
組
合
、
東
群
馬
信
用

組
合
、
佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組

合
、
赤
堀
町
農
業
協
同
組
合
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

対
象
税
目

市
・
県
民
税
、
固
定

資
産
税
、
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
、
国
民
健
康
保
険
税

手
続
き
方
法

預
金
通
帳
・
通
帳

に
使
用
し
て
い
る
印
鑑
・
市
税
の

納
付
書
を
持
参
の
上
、
銀
行
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機

関
・
納
税
課
・
各
支
所
納
税
推
進

室
に
あ
り
ま
す

口
座
振
替
日

納
期
限
当
日

※
口
座
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

口
座
振
替
の
廃
止

一
度
手
続
き

を
す
る
と
、
翌
年
度
以
降
も
継
続

さ
れ
ま
す
。
転
出
や
死
亡
の
場
合

も
口
座
登
録
は
そ
の
ま
ま
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
の
で
、
口
座
振
替
を

や
め
る
場
合
は
、
金
融
機
関
ま
た

は
納
税
課
・
各
支
所
納
税
推
進
室

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い「
災
害
や
盗
難
で
被
害
を
受
け

た
」「
病
気
や
け
が
で
働
け
な
く

な
っ
た
」「
失
業
・
事
業
不
振
な

ど
で
生
活
が
苦
し
く
て
納
税
で
き

な
い
」
な
ど
の
理
由
で
市
税
を
ど

う
し
て
も
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら

れ
な
い
場
合
は
、
お
早
め
に
納
税

課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
理
由
に

よ
っ
て
は
、
分
割
納
付
や
一
定
期

間
の
納
付
猶
予
も
で
き
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
め
た
人
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
し
て
も
ら
え
な
い
場
合

は
、
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
督
促
や
催
告
な
ど
に
よ
り

早
期
完
納
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ

れ
で
も
な
お
納
付
さ
れ
ず
、
税
金

を
納
付
し
よ
う
と
い
う
意
志
が
見

ら
れ
な
い
人
に
は
、
法
に
基
づ
き
、

滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

滞
納
処
分
は
、
滞
納
者
の
財
産

（
預
貯
金
・
給
料
・
不
動
産
・
動

産
）
を
調
査
し
た
上
で
、
差
し
押

さ
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。

・

平成21年度市税・国民健康保険税納期一覧 

固定資産税、都市計画税 

軽自動車税 

市・県民税（普通徴収） 

固定資産税、都市計画税 

国民健康保険税 

市・県民税（普通徴収）   

国民健康保険税 

固定資産税、都市計画税 

国民健康保険税 

市・県民税（普通徴収） 

国民健康保険税 

国民健康保険税 

固定資産税、都市計画税 

国民健康保険税 

市・県民税（普通徴収） 

国民健康保険税 

国民健康保険税 

6月 1日（月） 

6月30日（火） 

7月31日（金） 

 

8月31日（月） 

 

9月30日（水） 

  

11月 2日（月） 

11月30日（月） 

12月25日（金） 

平成22年 
2月 1日（月） 

平成22年 
3月 1日（月） 

1期 

 全期 

1期 

2期 

1期 

2期 
 

3期 
 

3期 

4期 

5期 

4期 

6期 

4期 

7期 

8期 

納　期　限 税　　　目 納 期 

市
税
は
、
教
育
、
保
健
・
医
療
、
道
路
・
産
業
、
防
災
な
ど
、
福
祉

や
生
活
環
境
を
中
心
と
し
た
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
重

要
な
財
源
で
す
。
市
政
の
円
滑
な
運
営
に
市
税
が
有
効
に
生
か
さ
れ
る

よ
う
に
、
定
め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
納
税
者
の
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
納

め
る
「
納
期
内
納
税
」
と
「
自
主
納
税
」
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

納
税
課
（
内
線
3
3
5
7
）

市
税
の
納
期

市
税
を
納
付
で
き
る
窓
口

便
利
な
口
座
振
替
納
税

納
税
に
困
っ
た
ら

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

納
期
限
が
過
ぎ
て

滞
納
し
て
し
ま
う
と

市
役
所

各
支
所

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
あ
ず
ま

金
融
機
関

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

市税は納期限までに納めましょう



困
っ
た
と
き
は 

気軽にご相談ください気軽にご相談ください 気軽にご相談ください 

多
重
債
務
に
よ
り
返
済
困
難

に
陥
っ
て
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

借
金
問
題
を
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。

解
決
に
は
、
任
意
整
理
・
特

定
調
停
・
個
人
版
民
事
再
生
・

自
己
破
産
な
ど
の
方
法
が
あ
り

ま
す
。

ま
ず
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
必
要

に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司
法
書

士
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

【
相
談
の
多
い
商
品
】

健
康
食
品
・
不
動
産
・
マ
ン
シ

ョ
ン
・
投
資
な
ど

【
撃
退
方
法
】

●
用
件
を
聞
き
、
必
要
の
な
い
場

合
は
、
は
っ
き
り
「
い
り
ま
せ
ん
」

と
断
る

【
相
談
の
多
い
商
品
】

海
外
宝
く
じ
・
和
服
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
の
展
示
会
な
ど

【
撃
退
方
法
】

●
「
当
選
」「
特
典
」
な
ど
の
誘

い
文
句
に
惑
わ
さ
れ
な
い

●
知
ら
な
い
人
や
心
当
た
り
が
な

い
業
者
か
ら
誘
わ
れ
て
も
、
絶
対

に
行
か
な
い

【
相
談
の
多
い
商
品
】

布
団
・
消
火
器
・
表
札
の
販
売
、

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
、
給
水
管
の

清
掃
な
ど

9

【
主
な
手
口
】

身
に
覚
え
の
な
い
、有
料
サ
イ
ト

の
利
用
料
金
な
ど
の
請
求
は
が
き

や
Ｅ
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

【
撃
退
方
法
】

●
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
が
き

Ｅ
メ
ー
ル
は
無
視
し
て
、
こ
ち
ら

か
ら
は
絶
対
に
連
絡
を
し
な
い

●
絶
対
に
お
金
を
支
払
わ
な
い（
支

払
う
と
解
決
で
き
な
い
だ
け
で
な

く
、
再
び
狙
わ
れ
ま
す
）

※
裁
判
所
か
ら
の
通
知
は
、「
特

別
送
達
」
と
記
載
さ
れ
た
裁
判
所

の
名
前
入
り
の
封
書
で
送
ら
れ
ま

す
。
郵
便
局
員
か
ら
の
手
渡
し
が

原
則
で
、
郵
便
受
け
に
そ
の
ま
ま

入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
け
取
る
に
は
本
人
の
署
名
ま
た

は
押
印
が
必
要
で
す

【
主
な
手
口
】

①
子
や
孫
な
ど
家
族
を
装
っ
て
、

事
前
に
「
携
帯
電
話
の
番
号
が

変
わ
っ
た
」
と
連
絡
し
ま
す

②
そ
の
後
、
交
通
事
故
の
示
談
金

や
会
社
の
金
を
横
領
し
た
た
め

の
補
て
ん
金
な
ど
が
す
ぐ
に
必

要
だ
と
言
い
、
現
金
を
振
り
込

ま
せ
ま
す

【
撃
退
方
法
】

電
話
を
切
っ
た
後
、
す
ぐ
に
振

り
込
ま
ず
、
ま
ず
事
実
関
係
を
確

認
し
、
家
族
・
知
人
・
警
察
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
手
口
】

①
電
話
で
、
市
役
所
や
税
務
署
な

ど
の
職
員
を
名
乗
り
、
税
金
や

年
金
な
ど
の
還
付
が
あ
る
と
話

し
ま
す

②
現
金
自
動
預
払
機
（
以
下
、「
Ａ

Ｔ
Ｍ
」）
ま
で
行
く
よ
う
誘
導

し
ま
す

③
携
帯
電
話
で
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作

方
法
を
指
示
し
、
自
分
の
口
座

か
ら
犯
人
の
口
座
へ
現
金
を
振

り
込
ま
せ
ま
す

【
撃
退
方
法
】

市
役
所
や
税
務
署
の
職
員
な
ど

が
、
還
付
金
の
受
け
取
り
の
た
め

に
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
を
求
め
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
相
手
の
言
う

電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
せ
ず
、

す
ぐ
に
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

【
主
な
手
口
】

実
際
に
は
、
融
資
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
低
金
利
や
有
利
な

条
件
で
融
資
す
る
よ
う
な
、
は
が

き
や
Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
を
送
り
、
融

資
を
申
し
込
ん
で
き
た
人
に
、
保

証
金
な
ど
の
名
目
で
現
金
を
振
り

込
ま
せ
ま
す
。

【
撃
退
方
法
】

正
規
の
金
融
業
者
が
、
融
資
前

に
保
証
金
な
ど
の
振
り
込
み
を
求

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絶
対

に
振
り
込
ま
ず
、
警
察
や
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

定
額
給
付
金
の
給
付
が
始
ま
る

と
、
手
数
料
を
装
っ
た
振
り
込
め

詐
欺
や
、
申
請
書
の
記
載
内
容
の

確
認
を
装
っ
て
個
人
情
報
を
聞
き

出
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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・

振り込め詐欺が多発しています。電話などで「振り込んで」
といわれたら、まず家族・知人・警察・消費生活センターに相
談しましょう。

～すぐに振り込まない　一人で振り込まない～
問い合わせ 市消費生活センター（蕁20－7300）

オレ交通事故 
起こしちゃって… 税金を還付します。 

ATMへ行って… 
架
空
請
求
詐
欺
（
恐
喝
）

オ
レ
オ
レ
詐
欺
（
恐
喝
）

還
付
金
詐
欺

融
資
保
証
金
詐
欺

定
額
給
付
金
を
装
っ
た

振
り
込
め
詐
欺

【
撃
退
方
法
】

●
突
然
の
訪
問
者
は
警
戒
す
る

●
不
審
に
感
じ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り

断
る

●
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
て
も
、
そ

の
場
で
契
約
し
な
い

●
身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

【
相
談
の
多
い
商
品
】

羽
毛
布
団
・
健
康
食
品
・
健
康

器
具
・
磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど

【
撃
退
方
法
】

●
会
場
に
い
る
と
、
冷
静
な
判
断

を
す
る
こ
と
が
な
か
な
か
で
き
な

い
の
で
、
チ
ラ
シ
や
呼
び
込
み
の

誘
い
に
乗
ら
ず
、
会
場
に
は
行
か

な
い

消
費
者
を
狙
っ
た 

電
話
勧
誘
販
売

訪
問
販
売
・
点
検
商
法
・

か
た
り
商
法

契約したが、解約したい。そんなときは… 

訪問販売や電話勧誘販売などで契約をした場合、契
約書を受け取った日から一定期間内であれば、無条件
で契約を解除できます。
※クーリング・オフが適用されない場合もあります
ので、詳しくは市消費生活センターに相談してくだ
さい

クーリング・オフの方法
①契約書を受け取った日を含
めて、下表の期間内に書面
（契約解除通知書）で通知し
ます
②はがきに必要事項を記入
し、控えとして両面をコピー
しておきます
③はがきを「特定記録郵便」
または「簡易書留」で送
付します

訪問販売（訪問しての商品の販売や工事の 
契約など） 

電話勧誘販売 

特定継続的役務提供（家庭教師・語学教室・ 
エステ・結婚相手紹介などの継続的な契約） 

連鎖販売（マルチ商法）取引 

業務提供誘引販売（内職商法）取引 

生命・損害保険契約 

※期間には契約書を受け取った日を含みます 

主なクーリング・オフ期間の一覧 
取　引　の　内　容 期　間 

8日間 　 

8日間 

8日間 　 

20日間 

20日間 

8日間 

契約年月日
　〇〇年〇

月〇日 

商　品　名
　〇〇〇〇

〇 

契約金額　
　〇〇〇〇

円 

販売会社名
　〇〇株式

会社 

　　　　　
　〇〇営業

所 

　　　　　
　担当者　

〇〇〇〇氏
 

 
上記契約は

解除します
。 

なお、支払
済みの〇〇

円を返金し
、 

商品を引き
取ってくだ

さい。 

 
　　　平成

〇年〇月〇
日 

　　　伊勢
崎市〇〇町

〇〇番地 

　　　氏名
　〇〇〇〇

 

 

契約解除通
知書 

 

悪質商法の被害に遭ってしまったとき、困

ったとき、不安なときは、一人で悩まず、市消

費生活センターにご相談ください。早めの相

談があなたを救います。

期日 月曜日から金曜日まで

※祝日は除きます

時間 午前9時～午後4時

相談電話 20－7300

案内図 

市立伊勢崎 
高等学校 

税務署 

北二小 

国道462号 至華蔵寺公園 

寿町 
郵便局 

コンビニエンス 
ストア 

至市役所 

伊
勢
崎
大
間
々
線 

粕
川 

市消費生活市消費生活センター 
（絣の郷・市民交流館内市民交流館内） 
市消費生活センター 
（絣の郷・市民交流館内） 

当
選
商
法

催
眠
（
Ｓ
Ｆ
）
商
法

（はがき裏面の記載例）

多
重
債
務
は

必
ず
解
決
で
き
ま
す



期
日

６
月
７
日
（
日
）

時
間

午
前
８
時
30
分
開
会

種
目
・
会
場

左
下
表
の
と
お
り

対
象

市
内
に
在
住
の
人

※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
を
差
し

上
げ
ま
す

参
加
料

無
料

申
し
込
み

５
月
15
日
（
金
）
ま

で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

※
当
日
会
場
で
も
受
け
付
け
ま
す

※
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
・
ス
マ
イ
ル
ボ
ウ
リ
ン
グ

の
協
会
加
入
者
は
、
各
協
会
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
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期
日

５
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
５
月
18
日
（
月
）
以
降
も
、
売

り
切
れ
る
ま
で
販
売
し
ま
す

伊
勢
崎
商
工
会
議
所（
昭
和
町
）、

群
馬
伊
勢
崎
商
工
会
本
所
（
境
新

栄
）
・
赤
堀
支
所
（
西
久
保
町
）

東
支
所
（
東
町
）

１
０
０
０
円
券
11
枚
を
１
セ
ッ

ト
と
し
て
、
１
セ
ッ
ト
１
万
円
で

販
売
し
ま
す
。

内
容

大
型
店
・
一
般
商
店
併
用

券
５
枚
、
一
般
商
店
専
用
券
６
枚

※
市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
が
、
１

人
５
セ
ッ
ト
ま
で
購
入
で
き
ま
す

登
録
さ
れ
て
い
る
店
舗
で
利
用

で
き
ま
す
。
利
用
で
き
る
店
舗
の

一
覧
は
、
券
の
販
売
時
に
差
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
利
用
で
き
る
店

舗
に
は
、
の
ぼ
り
旗
が
掲
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

利
用
時
の
つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん

５
月
17
日
（
日
）
か
ら
８
月
31

日
（
月
）
ま
で

※
有
効
期
間
が
経
過
し
た
商
品
券

は
使
え
ま
せ
ん

●
大
型
店
・
一
般
商
店
併
用
券

登
録
し
た
店
舗
で
あ
れ
ば
ど
こ

で
も
利
用
で
き
る
券

●
一
般
商
店
専
用
券

登
録
し
た
店
舗
の
う
ち
、
大
型

店
以
外
の
店
舗
で
利
用
で
き
る
券

10

地
域
経
済
を
活
性
化
し
、
伊
勢
崎
を
も
っ
と
元
気
に
す
る
た
め
、

定
額
給
付
金
の
支
給
に
合
わ
せ
て
「
い
せ
さ
き
商
品
券
」
を
発
行

し
ま
す
。
10
％
の
プ
レ
ミ
ア
ム
が
付
い
た
お
得
な
商
品
券
で
、
買

い
物
や
食
事
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
課
（
内
線
3
3
5
1
）

販
売
開
始
日
時

販
売
会
場

販
売
内
容

有
効
期
間

券
の
種
類

▲ 商品券のイメージ（見本）

会場 ベイサイドエリア（横浜・赤レンガ倉庫周辺）
対象 市内に在住の人
定員 86人（抽選）
参加料 6000円（入場券代を含みます。昼食代は含みま
せん）
申込方法 往復はがきに右記のとおり記入し、郵送してく
ださい
締切日 5月22日（金）必着
※1グループ4人以内とします
※保険に加入しますので、必ず本人の氏名で応募してく
ださい
※複数枚での申し込みは無効となります

問い合わせ 市観光協会（文化観光課内、内線3404）

往 信 

往復はがきの書き方 

市
今
泉
町
二
丁
目
4
1
0

市
役
所
内
 

市
観
光
協
会
 

「
横
浜
開
港
1
5
0
周
年
 

　
大
博
覧
会
バ
ス
ツ
ア
ー
」
係
 

（往信 表） 

3 7 2 8 5 0 1

返 信 伊
勢
崎
市
○
○
町
○
○
 

○
○
○
 
○
○
○
様
 

（返信 表） （返信 裏） （往信 裏） 

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
 

住
所
・
氏
名
を
書
い
て
 

く
だ
さ
い
 

参加者全員の住所・氏名・
年齢・電話番号を記入、
グループで申し込む場合
は代表者に○印をつけて
ください 

何も書かないで 
ください 

http://www.library.isesaki.gunma.jp

■市民読書会
期日 7月4日（土）
時間 午後1時30分開始
テキスト 「その日のまえに」
申し込み 5月16日（土）から直接

■「たんぽぽの会」の皆さんによ
る読み聞かせ
期日 5月9日（土）
時間 午前11時開始
会場 境絹の館（境図書館）

■子ども映画会
「クレヨンしんちゃん・嵐を呼ぶ
アッパレ！戦国大合戦」
期日 5月23日（土）
時間 午後2時開始

休 館 日  水曜日、4日（祝）、6日 
（祝）、28日（木） 

蕁23－2346伊勢崎市図書館 おすすめ新着図書情報 

●大人の本
美しい日本のふるさと　北海道・
東北編

清永安雄/撮影
苔園芸コツのコツ

手塚直人ほか/著
黒部の太陽　新装版

木本正次/著
謙信びいき

火坂雅志/著
週末ゆる散歩

岸本葉子/著

●子どもの本
キミが、たいせつ。

ナカムラミツル/著
きみに贈るつばさ物語

あさのあつこほか/作
シュガー＆スパイス

ジーン・ユーア/作
うみやまがっせん

長谷川摂子/文
ぼくは１ねんせいだぞ！

ふくだいわお/さく

■おはなしタイム
期日 5月9日（土）
時間 午後2時30分開始

■名作映画劇場
「極

きわめ

付
つけ

国定忠治」
期日 5月13日（水）
時間 午後１時30分開始

■名作シアター
「綾小路きみまろ・爆笑エキサイ
トライブ第3集」
期日 5月24日（日）
時間 午後1時30分開始

■「子馬の会」の皆さんによる読
み聞かせ
期日 5月9日（土）
時間 午後2時開始
会場 赤堀芸術文化プラザロビー

休 館 日  月曜日、4日（祝）、6日 
（祝）、29日（金） 

蕁62－9988あずま図書館 

休 館 日  第2・4火曜日 
蕁32－9488市民プラザ図書室 

休 館 日  月曜日、4日（祝）、6日 
（祝）、29日（金） 

蕁74－0209境図書館 

休 館 日  第3火曜日、7日（木）、 
29日（金） 

蕁63－1200赤堀図書館 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
・
障
害
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
や

体
力
に
応
じ
て
参
加
で
き
ま
す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
に
ふ
れ
、
さ
わ
や
か

な
汗
を
流
す
と
と
も
に
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
蕁

（30）
1
3
0
2
）

▲ 大人も子どももみんなで楽しもう

陸上競技場正面入口前出発 
陸上競技場 
 
 
華蔵寺公園運動施設周辺 
 
市民体育館（大体育室） 
 
市民体育館（小体育室） 
安堀河川公園 

補助競技場・ラブリバー親 
水公園 

種　　目  会　　場 
種目・会場一覧 

サイクリング・ウォーキング 
ターゲットバードゴルフ 

グラウンドゴルフ 
 
オリエンテーリング 
 
 
 
スマイルボウリング 
ゲートボール 

インディアカ・シャフルボー
ド・バウンドテニス・スポレ
ックテニス・なわとび 

文化会館（午前7時出発）→大博覧会会場（午前11時到着） 
※到着後は自由行動です 
 

行 程  

大博覧会会場（午後4時出発）→文化会館（午後8時到着） 

行き 

帰り 

利
用
方
法

・

▲ のぼり旗

みほん



情報ワイド 

須
田
知
治
さ
ん
、
中
根
重
久
さ

ん
、
笠
原
則
男
さ
ん
、
小
島
勝
さ

ん
、
萩
原
裕
子
さ
ん
が
４
月
１
日

付
け
で
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相
談

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

13

３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
斎
藤
美
智
子
さ
ん
が
五

十
嵐
市
長
か
ら
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
24
日

の
教
育
委
員
会
会
議
で
、
委
員
長

に
大
沢
啓
一
さ
ん
、
委
員
長
職
務

代
行
者
に
小
久
保
剛
利
さ
ん
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
教
育
長
に
山

口
晃
さ
ん
が
再
任
（
４
月
１
日
付
）

さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
総
務

課
（
内
線
２
４
３
７
）

12

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
装
着
し
た
車

両
専
用
の
、
波
志
江
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
、
１
年
間
の

社
会
実
験
を
終
え
、
４
月
１
日
か

ら
本
格
運
用
に
移
行
し
ま
し
た
。

利
用
時
間
帯
は
、
終
日
（
24
時

間
）
で
、
上
り
線
・
下
り
線
へ
の

出
入
り
が
で
き
る
フ
ル
イ
ン
タ
ー

形
式
で
す
。
車
長
12
ｍ
以
内
の
車

両
が
進
行
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

本
格
運
用
に
よ
り
、
高
速
道
路
の

利
便
性
が
向
上
し
、
地
域
が
活
性

化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

波
志
江
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

本
格
運
用
開
始

▲ 本格運用記念で遊園地も
割り引きに

案内図 

いせさき 
聖苑 

華蔵寺公園 華蔵寺公園 

伊勢崎伊勢崎I.C.I.C.伊勢崎IC

国道50号 

国道17号 

波志江スマート 
インターチェンジ 

JR両
毛
線
 

国
道
4
6
2
号

北関東自動車道北関東自動車道 北関東自動車道 

波志江沼 
環境ふれあい公園 

萩原裕子さん
（境上武士）

小島勝さん
（西小保方町）

笠原則男さん
（赤堀今井町二丁目）

中根重久さん
（堀口町）

須田知治さん
（昭和町）

委　員
斎藤美智子さん

（境）

委員長職務代行者
小久保剛利さん
（八斗島町）

委員長
大沢啓一さん

（市場町一丁目）

教育長
山口晃さん
（波志江町）

４
月
１
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
人
権
擁
護
委
員
に
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

人
権
課
（
内
線
２

４
０
５
）

人
権
擁
護
委
員
に

吉
沢
唯
志
さ
ん
が
再
任

３
月
の
市
議
会
定
例
会
で
同
意

を
得
て
、
４
月
１
日
付
け
で
五
十

嵐
市
長
か
ら
公
平
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ

公
平
委
員
会
事
務

局
（
内
線
５
３
１
３
）

公
平
委
員
に

神
立
ひ
ろ
の
さ
ん
が
再
任

吉沢唯志さん
（富塚町）

神立ひろのさん
（今井町）

男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た

め
に
は
、
各
種
審
議
会
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
が
活
躍
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
自
分
の
得

意
分
野
を
生
か
し
、
ま
ち
づ
く
り

に
参
画
し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

る
人
は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ

い
。

対
象

次
の
条
件
を
い
ず
れ
も
満

た
す
女
性

①
市
内
に
在
住
・
在
勤
、
ま
た
は

市
内
の
団
体
に
所
属
し
て
い
る

20
歳
以
上
の
人

女
性
人
材
デ
ー
タ
バ
ン
ク

登
録
者
募
集

②
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
専
門
的
知
識
・
技
能
（
資

格
）
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

内
容

審
議
会
や
委
員
会
な
ど
の

委
員
と
し
て
推
薦
し
ま
す

※
登
録
さ
れ
た
人
が
必
ず
推
薦
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

登
録

票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
本
人

が
直
接
人
権
課（
内
線
２
４
０
５
）

※
申
し
込
み
の
と
き
に
、
簡
単
な

審
査
を
行
い
ま
す

※
登
録
票
は
人
権
課
に
あ
り
ま
す
　

定
額
給
付
金
の
振
込
予
定
日
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

振
り
込
む
前
に
「
口
座
振
替
の

お
知
ら
せ
」
を
各
世
帯
に
送
付
し

ま
す
。

定
額
給
付
金
の
振
込
予
定
日

※
振
込
件
数
な
ど
に
よ
っ
て
、
振

り
込
み
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す問
い
合
わ
せ

企
画
調
整
課
（
内

線
５
４
０
８
）

●
試
買
モ
ニ
タ
ー

期
日

５
月
29
日
（
金
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

会
場

市
役
所
北
館
５
階
第
１
会

議
室

定
員

10
人
（
先
着
順
）

内
容

市
内
で
食
料
品
を
購
入
し
、

会
場
で
表
記
量
と
実
際
の
重
さ
と

の
違
い
を
計
量
検
査
し
ま
す

※
購
入
費
用
は
準
備
し
ま
す

●
計
量
モ
ニ
タ
ー

期
間

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
30

日
（
火
）
ま
で

試

買

モ

ニ

タ

ー

・

計

量

モ

ニ

タ

ー

募

集

定
員

５
人
（
先
着
順
）

内
容

個
人
で
購
入
し
た
食
料
品

の
重
さ
を
自
宅
で
計
量
検
査
し
、

表
記
量
と
実
際
の
重
さ
と
の
違
い

を
調
査
し
ま
す

※
計
量
用
は
か
り
は
貸
与
し
ま
す

謝
礼
品

キ
ッ
チ
ン
ス
ケ
ー
ル

＊
　
　
　
＊

対
象

市
内
に
在
住
の
20
歳
以
上

の
人

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
商
工
労
働
課

（
内
線
３
３
５
１
）

振込予定日一覧表 

第1回 

第2回 

第3回 

第4回 

第5回 

第6回 

第7回 

第8回 

※第9回以降は、随時振り込みます 

5月 8日 

5月15日 

5月21日 

6月18日 

6月22日 

7月14日 

7月21日 

8月12日 

ゆうちょ銀行 
ゆうちょ銀行 
以外の金融機関 

5月 8日 

5月22日 

6月 3日 

6月23日 

7月 3日 

7月22日 

8月 4日 

8月19日 

給付
申請受け付け中給付
申請受け付け中

まだ申請が済んでいない
人は、早めに申請してくだ
さい。 

問
い
合
わ
せ

人
権
課
（
内
線
２

４
０
５
）

雑
が
み
は
捨
て
ず
に
資
源
に

雑
が
み
と
は
、
コ
ピ
ー
用
紙
・

包
装
紙
・
封
筒
・
紙
袋
な
ど
で
す
。

雑
が
み
は
、
資
源
の
日
に
各
町

内
の
資
源
回
収
場
所
の
回
収
袋
に

入
れ
て
く
だ
さ
い
。
市
役
所
や
各

支
所
、
伊
勢
崎
・
赤
堀
地
区
の
公

民
館
に
は
、
い
つ
で
も
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
21
（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

平成20年度雑がみ回収量 

28,712㎏ 

3,796㎏ 

3,857㎏ 

4,851㎏ 

2,151㎏ 

1,406㎏ 

2,095㎏ 

1,629㎏ 

2,545㎏ 

1,242㎏ 

1,744㎏ 

1,297㎏ 

2,504㎏ 

市 役 所  

赤 堀 支 所  

あずま支所 

境 支 所  

北 公 民 館  

南 公 民 館  

殖蓮公民館 

茂呂公民館 

三郷公民館 

宮郷公民館 

名和公民館 

豊受公民館 

赤堀公民館 

赤
堀
都
市
計
画
お
よ
び
東
都
市

計
画
に
お
け
る
都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
お
よ
び
保
全
の
方
針

（
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
の
変

更
（
県
案
）
を
、
縦
覧
に
供
し
ま

す
。

期
間

５
月
15
日
（
金
）
か
ら
29

日
（
金
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

会
場

県
都
市
計
画
課
・
伊
勢
崎

土
木
事
務
所
・
市
都
市
計
画
課

●
意
見
書
の
提
出
方
法

こ
の
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る

人
は
、
住
所
・
氏
名
・
意
見
を
明

記
し
た
意
見
書
を
県
知
事
あ
て
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
１
―
１
―
１
　
県

都
市
計
画
課

※
各
会
場
経
由
で
も
提
出
で
き
ま

す締
切
日

５
月
29
日
（
金
）
必
着

問
い
合
わ
せ

県
都
市
計
画
課（
蕁

０
２
７
―
２
２
６
―
３
６
５
４
）

ま
た
は
市
都
市
計
画
課
（
内
線
５

４
２
２
）

都
市
計
画
の

変
更
（
県
案
）
の
縦
覧

教
育
委
員
に

斎
藤
美
智
子
さ
ん
が
就
任

行
政
相
談
委
員
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す

【
本
格
運
用
記
念
イ
ベ
ン
ト
】

華
蔵
寺
公
園
遊
園
地
で
は
５
月

31
日
（
日
）
ま
で
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー

ド
を
提
示
す
る
と
１
０
０
０
円
の

回
数
券
を
８
０
０
円
で
購
入
で
き

ま
す

問
い
合
わ
せ

土
木
課
（
内
線
２

２
１
０
）

蜻

Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
乗
り
降
り
が
便
利



講
師

石
原
香
苗
さ
ん

参
加
料

７
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
参
加

料
を
添
え
て
赤
堀
公
民
館
（
蕁
（62）

１
１
５
３
）

期
日

５
月
26
日
（
火
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

21対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

は
し
立
て
や
一
輪
挿
し
な

ど
を
作
り
ま
す

講
師

木
原
政
江
さ
ん

参
加
料

８
０
０
円

※
材
料
費
を
含
み
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
21

（
蕁
（32）
３
１
６
６
）

期
日
・
演
題
・
講
師

●
５
月
30
日
（
土
）
＝
赤
城
山
麓

の
古
墳
文
化
・
右
島
和
夫
さ
ん

●
６
月
20
日
（
土
）
＝
赤
城
南
麓

の
石
造
物
・
金
井
竹
徳
さ
ん

●
７
月
18
日
（
土
）
＝
伊
勢
崎
の

中
世
と
赤
城
山
・
簗
瀬
大
輔
さ
ん

期
日

６
月
12
日
か
ら
７
月
10
日

ま
で
の
金
曜
日
（
全
５
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

対
象

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興

味
が
あ
る
人

定
員

20
人
（
先
着
順
）

内
容

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の
筆

記
通
訳
の
基
礎
を
学
び
ま
す

参
加
料

５
０
０
円
（
教
材
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

１
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
金
）
ま

で
に
障
害
福
祉
課
（
内
線
５
２
５

５
）

期
日

６
月
10
日
・
17
日
・
24
日

の
水
曜
日

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

２
か
月
以
上
８
か
月
未
満

の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

定
員

各
15
組
（
先
着
順
）

※
す
で
に
受
講
し
た
人
は
除
き
ま
す

内
容

植
物
オ
イ
ル
を
使
っ
て
ベ

ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
ま
す

●
８
月
22
日
（
土
）
＝
赤
城
山
の

信
仰
と
民
俗
・
板
橋
春
夫
さ
ん

●
９
月
26
日
（
土
）
＝
赤
城
南
麓

の
民
家
・
栗
原
昭
矩
さ
ん

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

全
５
回
を
受
講
で
き
る
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

８
日
（
金
）
か
ら
電
話
で
赤
堀
歴

史
民
俗
資
料
館（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

子
ど
も
の
成
長
・
発
達
に
関
す

る
知
識
や
、
家
庭
の
あ
り
方
を
学

び
、
受
講
者
の
交
流
と
人
間
関
係

の
形
成
を
図
る
た
め
、
講
話
・
実

習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日

６
月
15
日
・
７
月
13
日
・

８
月
17
日
・
９
月
14
日
・
10
月
26

日
・
11
月
16
日
・
12
月
14
日
・
１

月
25
日
の
月
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

市
内
に
在
住
の
未
就
学
児

を
持
つ
母
親

※
全
８
回
を
受
講
で
き
る
人
を
優

先
し
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

※
内
容
に
よ
り
実
費
が
か
か
り
ま
す

※
託
児
が
利
用
で
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

18
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
あ
ず

ま
公
民
館
（
蕁
（62）
０
１
１
５
）

一
般
教
養
、
子
育
て
、
親
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
、
講
話
・
実
習

な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日

６
月
５
日
・
19
日
・
７
月

３
日
・
24
日
・
８
月
７
日
・
９
月

４
日
・
18
日
・
10
月
２
日
・
23
日

11
月
６
日
・
20
日
・
12
月
４
日
の

金
曜
日
（
全
12
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

対
象

市
内
に
在
住
の
未
就
学
児

を
持
つ
母
親

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

※
内
容
に
よ
り
実
費
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
赤
堀

公
民
館
（
蕁
（62）
１
１
５
３
）

一
般
教
養
、
健
康
づ
く
り
、
生

き
が
い
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
講

話
・
実
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

期
日

６
月
４
日
・
18
日
・
７
月

２
日
・
16
日
・
30
日
・
８
月
20
日

９
月
３
日
・
10
月
１
日
・
15
日
・

11
月
５
日
・
19
日
・
12
月
３
日
・

17
日
の
木
曜
日
（
全
13
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
の
60

歳
以
上
の
人

定
員

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

※
内
容
に
よ
り
実
費
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
赤
堀

公
民
館
（
蕁
（62）
１
１
５
３
）

期
日

５
月
30
日
・
６
月
13
日
・

27
日
・
７
月
11
日
・
８
月
29
日
・

９
月
12
日
・
10
月
17
日
・
31
日
の

土
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

茂
呂
公
民
館

対
象

初
め
て
英
語
を
習
う
小
学
生

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

歌
や
絵
本
・
ゲ
ー
ム
な
ど

で
英
語
に
親
し
み
ま
す

講
師

斎
藤
知
子
さ
ん

参
加
料

無
料

※
内
容
に
よ
り
実
費
が
か
か
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

15
日
（
金
）
か
ら
直
接
茂
呂
公
民

館
（
蕁
（25）
２
６
７
１
）

●
は
じ
め
て
の
ヨ
ガ

期
日

６
月
６
日
か
ら
８
月
８
日

ま
で
の
土
曜
日
（
全
10
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

16
人
（
先
着
順
）

講
師

竹
本
明
美
さ
ん

参
加
料

３
７
５
０
円

●
は
じ
め
て
の
陶
芸

期
日

６
月
27
日
（
土
）
・
７
月

11
日
（
土
）（
全
２
回
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

後
藤
秋
男
さ
ん
・
四
倉
和

幸
さ
ん

参
加
料

１
２
０
０
円

＊
　
　
　
＊

い
ず
れ
も

会
場

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

17
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら
電
話

で
境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
蕁
（76）

２
２
２
２
）

期
日

６
月
９
日
・
23
日
・
７
月

７
日
・
７
月
21
日
・
28
日
・
８
月

25
日
・
９
月
８
日
・
29
日
・
10
月

６
日
・
13
日
の
火
曜
日（
全
10
回
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

赤
堀
公
民
館

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
18
歳
以
上
の
人

定
員

30
人
（
先
着
順
）

内
容

源
氏
物
語
を
中
心
に
親
し

み
や
す
い
古
典
文
学
を
学
び
ま
す

講
師

並
木
大
吉
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
午
前
９
時
か
ら
赤
堀

公
民
館
（
蕁
（62）
１
１
５
３
）

1415

講
座 

ISESAKI INFORMATION

要

約

筆

記

学

習

会

親
子
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

竹

細

工

教

室

や
さ
し
い
古
典
文
学
講
座

リ
ト
ル
の
英
語
ク
ラ
ブ

・

・

期
き

日
じつ

5月
がつ

10日
にち

から7月
がつ

12日
にち

までの日
にち

曜
よう

日
び

（全
ぜん

10回
かい

）
時
じ

間
かん

午
ご

前
ぜん

9時
じ

30分
ぷん

～11時
じ

30分
ぷん

会
かい

場
じょう

ふくしプラザ
対
たい

象
しょう

市
し

内
ない

に在
ざい

住
じゅう

・在
ざい

勤
きん

の外
がい

国
こく

籍
せき

の人
定
てい

員
いん

50人
にん

（先
せん

着
ちゃく

順
じゅん

）

参
さん

加
か

料
りょう

1000円
えん

※テキスト代
だい

（1300円
えん

）が別
べっ

途
と

必
ひつ

要
よう

で
す
申
もう

し込
こ

み 5月
がつ

10日
にち

（日
にち

）に直
ちょく

接
せつ

会
かい

場
じょう

へ
問
と

い合
あ

わせ 市
し

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

協
きょう

会
かい

（国
こく

際
さい

課
か

内
ない

、
内
ない

線
せん

5433）

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

室
しつ

伊勢崎佐波歯科医師会 

歯っぴぃフェスタ
虫歯予防のためのフッ素塗布や歯みがき指導、口腔審査、

口腔衛生相談などを無料で行います。
期日 6月4日（木）
受付時間 午後1時30分～3時30分
会場 文化会館
※フッ素塗布を希望する人は、
歯みがきを済ませ、タオルを
持参してください

歯科保健図画ポスター・標語展
伊勢崎佐波地区の小・中学生が描いた虫歯予防の図画ポ

スター・標語展を開催します。
期間 6月4日（木）から10日（水）まで
会場 ベイシアIS伊勢崎店（中央町）

＊　　　　　　　＊
問い合わせ 伊勢崎佐波歯科医師会（蕁23－2772、http://
www14.ocn.ne.jp/̃isda/）

期日 6月1日・8日・29日・7月6日・13日の月曜日

と6月16日の火曜日（全6回）

時間 午前10時～正午

※6月16日（火）は午後1時～3時

会場 絣の郷（円形交流館）

対象 市内に在住の人で、ボランティアとして小学生に

機織りの指導ができる人

※初心者も歓迎します

定員 15人程度（先着順）

●開講に伴う説明会

期日 5月19日（火）

時間 午後2時～3時

会場 絣の郷（円形交流館）

申し込み・問い合わせ 5月18日（月）までに文化財保

護課（蕁24－0966）

●伊勢崎市役所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁24－5111 

●赤堀支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1151 

●あずま支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁62－1311 

●境支所 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・蕁74－1111 

開庁時間　午前8時30分～午後5時15分 

●火災情報案内（24時間） ・・・・蕁0180－99－2999

ISESAKI  INFORMATION

掲示板 

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

歴

史

文

化

講

座

あ
ず
ま
公
民
館

家

庭

教

育

学

級

赤
堀
公
民
館

家

庭

教

育

学

級

赤
堀
公
民
館

高

齢

者

学

級

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

初
心
者
向
け
の
講
座
を

開
講
し
ま
す



期
日

６
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で

の
火
・
木
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場

絣
の
郷
（
ス
ポ
ー
ツ
交
流

館
）

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
小
学
５
年
生
以
上

定
員

30
人
（
先
着
順
）

種
別

硬
式
の
部
＝
40
ミ
リ
球
・

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部
＝
44
ミ
リ
球

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

11
日
（
月
）
か
ら
22
日
（
金
）
ま

で
に
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
市
民
体

育
館
内
、
蕁
（30）
１
３
０
２
）

期
日

５
月
24
日
（
日
）

※
小
雨
決
行

時
間

午
前
８
時
30
分
市
役
所
集

合
出
発

※
午
後
３
時
ご
ろ
解
散
予
定

行
き
先

ぐ
ん
ま
こ
ど
も
の
国
児

童
会
館
（
太
田
市
）

対
象

小
学
５
年
生
以
上

※
自
転
車
は
24
イ
ン
チ
以
上

参
加
料

５
０
０
円
（
保
険
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
参
加
料
を
添

え
て
市
内
の
自
転
車
店
ま
た
は
サ

イ
ク
リ
ン
グ
協
会
の
広
井
さ
ん
（
蕁

（25）
７
８
６
０
）

期
日

６
月
１
日
か
ら
25
日
ま
で

の
月
・
木
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上

※
競
技
者
は
除
き
ま
す

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

15
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
火
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）

期
日

５
月
27
日
か
ら
６
月
27
日

ま
で
の
水
・
土
曜
日
（
全
10
回
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

対
象

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
中
学
生
以
上

定
員

25
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

22
日
（
金
）
ま
で
に
境
運
動
施
設

管
理
事
務
所
（
境
公
民
館
内
、
蕁

（74）
１
１
１
３
）

期
日

６
月
４
日
か
ら
26
日
ま
で

の
木
・
金
曜
日
（
全
８
回
）

時
間

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

会
場

市
民
体
育
館

対
象

市
内
に
在
住
の
小
学
２
年

生
か
ら
６
年
生

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

16
日
（
土
）
か
ら
24
日
（
日
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）

期
日

６
月
13
日
・
20
日
・
27
日

７
月
４
日
の
土
曜
日

時
間

午
後
２
時
〜
４
時

会
場

市
陸
上
競
技
場

対
象

市
内
の
小
学
４
年
生
か
ら

６
年
生

定
員

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

15
日
（
金
）
か
ら
26
日
（
火
）
ま

で
に
直
接
市
民
体
育
館
（
蕁
（23）
７

０
１
５
）
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市
弓
道
場

弓

道

教

室

市
境
弓
道
場

弓

道

教

室

卓

球

教

室

春
の
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

体

操

教

室

陸

上

教

室

ス
ポ
ー
ツ 

健康・食事・運動など健康づくりに関する講義や調理実習など
を行います。

期日 6月11日（木）・7月2日（木）・27日（月）・8月12
日（水）・9月16日（水）・10月15日（木）・11月18日
（水）・12月1日（火）・平成22年1月20日（水）・2月12
日（金）（全10回）
時間 午前9時～午後1時
会場 健康管理センター
対象 65歳以下で、食生活改善推進員としてボランティア活動
ができる人
定員 40人（先着順）
参加料 無料
※テキスト代が別途必要です

申し込み・問い合わせ 5月11日（月）午前9時から健康管理セ
ンター（蕁23－6675）、赤堀保健福祉センター（蕁20－
2210）、あずま保健センター（蕁62－9918）、境保健セン
ター（蕁74－1363）

平成22年新卒者を対象に、市内企業の就職面
接会を開催します。
期日 5月19日（火）
時間 午後1時～4時（受付＝正午～午後3時）
会場 プラザ・アリア
※JR伊勢崎駅から無料バスを運行します

対象 平成22年3月に大学・短大・専修学校を
卒業する予定の人
参加企業 35社（予定）
問い合わせ いせさき就職面接会実行委員会
（伊勢崎商工会議所内、蕁24－2211、http:
//www.isesaki-cci.or.jp）

いせさき就職面接会

【定期講習会】

期日・会場

●5月14日（木）・5月26日（火）

＝絣の郷（円形交流館）

●6月8日（月）＝殖蓮小学校

時間 午後7時～9時

【初心者講習会】

期日・会場

●5月19日（火）＝あずま体育館

●5月28日（木）＝境公民館

●6月3日（水）＝豊受公民館

●6月4日（木）＝赤堀公民館

●6月10日（水）＝豊受公民館

●6月12日（金）＝あずま体育館

時間 午後2時～4時

用意する物 体育館シューズ

申し込み・問い合わせ 文化観光課（内線3404）

河
川
・
道
路
・
公
共
施
設
の
除

草
や
花
緑
植
栽
な
ど
の
活
動
を
、

年
３
回
以
上
自
主
的
に
行
う
団
体

を
募
集
し
ま
す
。

対
象

10
人
以
上
の
団
体

奨
励
金

１
団
体
＝
２
万
円

申
し
込
み

６
月
１
日
（
月
）
ま

で
に
直
接
県
土
木
事
務
所
へ

※
申
し
込
み
用
紙
は
県
土
木
事
務

所
・
市
公
園
緑
地
課
に
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ

県
土
木
事
務
所（
蕁

（25）
４
０
１
０
）
ま
た
は
市
公
園
緑

地
課
（
内
線
５
４
２
７
）

妊
娠
・
出
産
・
育
児
や
介
護
の

た
め
に
退
職
し
、
再
就
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
、
再
就
職
の
準

備
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
誌

の
提
供
、
個
別
相
談
に
よ
る
今
後

の
計
画
作
成
、
職
場
体
験
講
習
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

21
世

紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所
（
蕁
０

２
７
―
２
２
３
―
２
０
２
３
）

平
成
21
年
度
中
に
、
北
・
南
・

殖
蓮
・
三
郷
地
区
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
１
ユ
ニ
ッ
ト
（
定
員
９
人
）
を

設
置
す
る
法
人
を
募
集
し
ま
す
。

関
係
書
類
は
高
齢
福
祉
課
に
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

締
切
日

６
月
30
日
（
火
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

高
齢

福
祉
課
（
内
線
５
２
１
８
）

20
歳
以
上
の
学
生
に
は
、
国
民

年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
度
の
承
認
を
受
け
る

に
は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
中
に
、

事
故
な
ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合

は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
に
は
、
猶
予
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
を
、
10
年
以
内
に

納
め
る
（
追
納
）
必
要
が
あ
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

前
橋
社
会
保
険
事

務
所
（
蕁
０
２
７
―
２
３
１
―
１

７
０
６
）
ま
た
は
年
金
医
療
課
（
内

線
５
２
１
５
）
・
各
支
所
住
民
課

自
動
車
税
は
、
道
路
・
学
校
の

建
設
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
、
県

民
の
安
全
確
保
な
ど
、
暮
ら
し
の

安
心
・
安
全
の
た
め
の
財
源
と
し

て
大
切
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
税
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
行
政
県
税

事
務
所
（
蕁
（24）
４
３
５
０
）

国
税
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は
、

税
務
署
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
税
務
署
で
の
面
接
相
談
は
、

十
分
な
時
間
を
も
っ
て
対
応
す
る

た
め
、
事
前
予
約
制
と
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
税
務
署（
蕁

（25）
４
０
４
５
）

花
と
緑
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

参
加
団
体
募
集

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
者
募
集

自
動
車
税
は
６
月
１
日
（
月
）

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

お
知
ら
せ 

募
集 

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

設
置
希
望
者
の
募
集

国
民
年
金

学
生
納
付
特
例
制
度

平成21年度 

市国際交流協会は、市民の国際感覚の育
成や市民と外国籍市民が共生できるまちづ
くりを目指し、姉妹友好都市交流事業や外
国文化を紹介する国際交流のつどい・国際
映画祭・国際児童絵画展・外国語教室を開
催したり、外国籍市民のための日本語教室
を開催したりしています。

市国際交流協会の趣旨や事業に賛同し、
協力していただける会員を募集します。
会費 個人＝年2000円

団体＝年5000円
申し込み・問い合わせ
会費を添えて市国際交流協会事務局（国
際課内、内線5433）

国
税
の
質
問
や
相
談
は
税
務
署
へ
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安達優子さん 
（上武大学ビジネス情報学部3年） 

欲
張
り
人
生 

033

う
し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

り
ま
し
た
。

大
学
で
は
、
硬
式
野
球
部
の
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い

ま
す
。
高
校
ま
で
は
選
手
と
し
て

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
や
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
野
球
が
大
好
き
な
弟
た

ち
や
友
人
の
影
響
と
、
選
手
と
し

て
で
は
な
く
、
裏
方
と
し
て
チ
ー

ム
を
支
え
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

り
、
入
部
し
ま
し
た
。

女
子
高
の
出
身
な
の
で
、
１
３

０
人
も
の
男
性
に
囲
ま
れ
る
環
境

は
、
精
神
的
に
大
変
な
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
さ
す
が
日
本
一
を
目

指
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
、
部
員

は
み
ん
な
本
気
だ
し
、
何
よ
り
試

合
で
勝
っ
て
く
れ
る
の
で
、
ど
ん

末
は
買
い
物
や
旅
行
に
出
掛
け
た

り
と
、
日
本
で
の
日
常
と
違
い
、

毎
日
が
刺
激
的
で
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
一
つ
一
つ
の
さ
さ
い
な
こ

と
も
、
私
に
プ
ラ
ス
の
要
素
を
与

え
て
く
れ
る
よ
う
で
、
自
分
の
可

能
性
を
広
げ
る
貴
重
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

そ
ん
な
環
境
の
中
、
英
語
の
先

生
が
授
業
で
言
っ
た
「
自
分
が
幸

せ
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
何
で

も
や
っ
て
み
な
さ
い
」
と
い
う
言

葉
が
、
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

英
語
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

言
葉
の
意
味
が
、
ス
ッ
と
自
分
の

中
に
入
っ
て
き
て
、
理
解
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
日
か
ら
さ

ら
に
、
自
分
の
人
生
を
楽
し
く
全

「
人
生
一
度
き
り
、
自
分
の

人
生
楽
し
ん
だ
も
ん
勝
ち
」
そ

う
思
っ
て
毎
日
生
活
し
て
い
ま

す
。
学
生
の
う
ち
に
や
り
た
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

毎
日
を
無
駄
に
過
ご
し
た
く
あ

り
ま
せ
ん
。

昨
年
は
、
大
学
の
短
期
留
学

制
度
を
利
用
し
、
ア
メ
リ
カ
に

１
か
月
間
滞
在
し
ま
し
た
。
短

い
間
で
し
た
が
、
授
業
を
受
け

た
り
放
課
後
に
遊
ん
だ
り
、
週

本
市
の
大
学
生
が
日
ご

ろ
学
ん
で
い
る
こ
と
や

考
え
て
い
る
こ
と
、
将

来
の
夢
な
ど
を
文
章
で

つ
づ
る
コ
ー
ナ
ー
で
す

な
に
大
変
な
仕
事
で
も
苦
に
な
り

ま
せ
ん
。
女
子
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

仕
事
は
、
決
し
て
華
や
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
チ
ー
ム
の
た
め
、

勝
利
の
た
め
、
も
っ
と
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。
す
て
き
な
仲
間

と
、
全
国
優
勝
す
る
た
め
に
本
気

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

留
学
を
経
て
、
学
校
の
勉
強
を

は
じ
め
、
部
活
・
資
格
試
験
・
趣

味
・
遊
び
・
バ
イ
ト
と
、
休
む
こ

と
な
く
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
過
ご
し

て
い
ま
す
。
大
学
生
活
も
残
り
２

年
。
ぶ
れ
な
い
心
を
持
ち
続
け
、

こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
ま

す
。

休日の漏水修繕などについては、竜宮浄

水場（蕁24ー1760）または下記の水道

指定工事店へ連絡してください。

5月16日（土）

5月17日（日）

5月23日（土）

5月24日（日）

5月30日（土）

5月31日（日）

丸新設備工業

三和設備工業

丸橋設備

中央水道

矢島設備

後藤設備

蕁25－0554

蕁62－0102

蕁25－2412

蕁25－1592

蕁24－5840

蕁50－7581

献血にご協力ください
～全血献血（200ml・400ml）～

期日 5月22日（金）

時間 午前9時30分～午後4時

※正午から午後1時までを除きます

会場 市役所東館5階中会議室

問い合わせ 社会福祉課（内線5226）

がい　 こく　 じん　 そう　 だん　 まど　 ぐち 

●���� �� ��	
���� ��� ��� �	���� 
��� �� ���������� ��

	���� ��� ������ �����
�� ��	�：Depto de Assuntos Int 
ernacionais (ramal 5432) 
���� � �������　Segunda e quarta feira as　13:30～16:30 
●������� ���
��  �!�	 �� (蕁62-9794) 
���� � �������　1a e 3a Ter  a feira do mes, 13:30～16:30 
●�"�!� ���
��  �!�	 �� (蕁62-9908) 
���� � �������　2a e 4a Quinta feira do mes, 13:30～16:30 
●����� ���
��  �!�	 �� (蕁74-0237) 
���� � �������　1a e 3a Sexta feira do mes, 13:30～16:30

����� � �� 	
�������
� 	�	 �� ��
�	�������
【ポルトガル語】 

●市役所東館2階相談室2：国際課（内線5432） 
日時　月・水曜日　午後1時30分～4時30分 
●赤堀支所住民課（蕁62－9794） 
日時　第1・3火曜日　午後1時30分～4時30分 
●あずま支所住民課（蕁62－9908） 
日時　第2・4木曜日　午後1時30分～4時30分 
●境支所住民課（蕁74－0237） 
日時　第1・3金曜日　午後1時30分～4時30分 

′ 

′ 

′ 

′ 

′ 

　　 し  やくしょひがしかん　かいそうだんしつ　　　　こくさい　か　　  ないせん 

にち  じ　　　げつ　　 すいよう  び　　　ご   ご　　　じ　　　  ぷん　　　　 じ　　　  ぷん 

　　あか ぼり し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　　か よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　　　　　　　　　し  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 もく よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

　  さかいし  しょじゅうみん か 

にち  じ　　  だい　　　　　 きん よう  び　　　 ご　ご　　　じ　　　　ぷん　　　　じ　　　　ぷん 

ご 

風
呂
敷
の
歴
史
と
芸
術
性
を
伝

え
る
展
示
で
す
。
実
技
講
習
会
で

は
、
風
呂
敷
の
さ
ま
ざ
ま
な
包
み

方
を
学
び
ま
す
。

期
間

５
月
30
日
（
土
）
か
ら
６

月
28
日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

入
館
料

無
料

【
実
技
講
習
会
】

期
日
・
内
容

６
月
４
日
（
木
）

＝
瓶
と
箱
を
包
む
、
６
月
18
日
（
木
）

＝
袋
物
に
変
身

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

20
人
（
先
着
順
）

講
師

星
野
文
子
さ
ん

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

５
月

８
日
（
金
）
か
ら
赤
堀
歴
史
民
俗

資
料
館
（
蕁
（63）
０
０
３
０
）

期
間

５
月
４
日
（
月
）
か
ら
24

日
（
日
）
ま
で

時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

会
場

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

入
館
料

無
料

【
講
演
会
】

期
日

５
月
16
日
（
土
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

定
員

35
人
（
先
着
順
）

演
題

古
墳
時
代
豪
族
居
館
・
今

井
学
校
遺
跡
〜
２
０
０
８
年
度
の

調
査
成
果
か
ら
〜

講
師

橋
本
博
文
さ
ん
（
新
潟
大

学
教
授
）

参
加
料

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

赤
堀

歴
史
民
俗
資
料
館
（
蕁
（63）
０
０
３

０
）

期
日

５
月
17
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場

あ
ず
ま
総
合
運
動
公
園

内
容

フ
ラ
ダ
ン
ス
シ
ョ
ー
・
ミ

ニ
Ｓ
Ｌ
・
風
船
・
焼
き
ま
ん
じ
ゅ

う
の
無
料
配
布
・
抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ

連
合
群
馬
伊
勢
崎

地
域
協
議
会
（
蕁
（21）
６
５
０
０
）

障
害
者
（
児
）
を
持
つ
家
族
が

集
い
、
日
ご
ろ
の
悩
み
や
喜
び
に

つ
い
て
話
し
合
う
場
で
す
。

期
日

５
月
14
日
（
木
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

会
場

絣
の
郷
（
円
形
交
流
館
）

参
加
料

無
料

問
い
合
わ
せ

樫
の
木
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
蕁
（30）
５
０
１
１
）

期
日

５
月
９
日
（
土
）

時
間

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

会
場

ス
マ
ー
ク
伊
勢
崎
（
西
小

保
方
町
）

内
容

健
康
相
談
・
骨
密
度
測
定

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
実
技
・
血
流
測
定
・
救

急
処
置
の
実
演
な
ど

問
い
合
わ
せ

上
武
大
学
（
蕁
０

２
７
４
―
４
２
―
２
８
２
８
）

期
日

５
月
18
日
（
月
）

時
間

午
後
７
時
〜
９
時

会
場

文
化
会
館

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
第
九
を
歌

う
会
事
務
局
の
尾
内
さ
ん
（
蕁
（25）

４
３
７
７
）
ま
た
は
文
化
観
光
課

（
内
線
３
４
５
２
）

期
日

５
月
９
日
（
土
）
・
10
日

（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
10
日
は
午
後
３
時
ま
で

会
場

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

内
容

山
野
草
・
鉢
植
え
盆
栽
な

ど
を
約
１
５
０
点
展
示
し
ま
す

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ

伊
勢
崎
山
草
会
の

小
谷
野
さ
ん
（
蕁
（26）
４
８
４
４
）

ま
た
は
文
化
観
光
課
（
内
線
３
４

５
２
）

次
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
付
・
寄
贈

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蟋
丸
山
ヨ
シ
イ
さ
ん
（
茂
呂
町
二

丁
目
）
か
ら
市
内
各
幼
稚
園
、
保

育
園
、
小
学
校
、
養
護
学
校
、
図

書
館
ほ
か
へ
「
し
あ
わ
せ
っ
て
な

あ
に
？
」
１
３
１
冊

蟋
岡
田
弘
美
さ
ん
（
八
坂
町
）
か

ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
お
米
30
㎏

蟋
萩
原
勝
美
さ
ん
（
上
諏
訪
町
）

か
ら
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
へ
な
べ
敷
き

８
枚

蟋
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
宮
郷
支

部
田
中
島
町
会
員
一
同
か
ら
福
祉

事
業
基
金
へ
１
万
円

蟋
高
山
澄
枝
さ
ん
（
昭
和
町
）
か

ら
福
祉
事
業
基
金
へ
10
万
円

蟋
伊
勢
崎
た
ば
こ
販
売
協
同
組
合

か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
２
万
円

催
し 

企
画
展

風

呂

敷

の

魅

力

〜
究
極
の
エ
コ
バ
ッ
ク
〜

古
墳
時
代
豪
族
居
館
・
今
井
学
校
遺
跡

２
０
０
８
年
度

調

査

成

果

報

告

展

上
武
大
学
看
護
学
部

看
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

連
合
群
馬
２
０
０
９

ぐ
ん
ま
ふ
れ
あ
い

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
い
せ
さ
き

お

し

ゃ

べ

り

会

春

の

山

野

草

展

伊
勢
崎
第
九
を
歌
う
会

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト
・

市
民
の
善
意 

パドルテニス教室
期日 5月13日・20日・27日の水曜日（全3回）
時間 午後7時30分～9時
会場 あずま公民館
対象 市内に在住の小学3年生以上
参加料 無料
申し込み・問い合わせ 5月12日（火）までにあ
ずま公民館（蕁62－0115）

市の求人情報ホームページ ワーク広場いせさき 
　携帯電話やパソコンから無料で求人情報の閲覧・検
索ができます。 
パソコン用アドレス　http://w-isesaki.com 
携帯用アドレス　http://w-isesaki.com/m 
問い合わせ　商工労働課（内線3350） 
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